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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

会議名 

(審議会等名) 
令和４年度 第４回 嬉野市男女共同参画審議会 

開催日時 令和５年１月１９日（火）１４：００～１６：００ 

開催場所 塩田庁舎３階 ３-２会議室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 
松本泰宏委員、大曲康智委員、諸岡博子委員、大久保貴美子委員、

中島恵美子委員、草刈哲平委員、永田由美委員 

事務局 企画政策課長（松本）、同副課長（織田） 

その他 
田口香津子委員、藤田達美委員、富永辰弘委員、宮崎杏美委員、 

岡典子委員は欠席 

会議の議題 

１．開会 

２．会長あいさつ（欠席のため無し） 

３．議題 

（１）第４次男女共同参画行動計画について【修正分も含めた素案の検討】 

４．その他  

（１）今後の審議会開催予定について 

第５回審議会・・・２月末予定 

５．閉会 

配布資料 ・素案 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

議 題 
３．議題 

（１）第４次男女共同参画行動計画について【修正分も含めた素案の検討】 

内 容 「素案」についての説明、質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

素案について説明。 

 

会長・副会長欠席のため、事務局が進行を行う。 

質問等ないか。 

 

８頁、総人口の推移について、実績値が令和２年までになっている。

令和３年と令和４年の数値を追加した方がいいのではないか。 

 

人口は国勢調査の数値を使っている。国勢調査は５年ごとに行われ

るため、令和２年が最新値となっている。令和３年と令和４年の数

値については、ページ下部に住民基本台帳人口の数値を記載する。 

 

55頁、具体的事業「成人期、妊娠・出産期における健康支援」につ

いて、妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援として妊娠・出産時に

５万円の経済的支援を行う事業が早い自治体では１月から始まって

いる。嬉野市でも今後事業を展開することになると思うので、伴走

型相談支援について計画に盛り込んだ方が良いのではないか。 

 

検討する。 

 

24～26頁、男女共同参画推進における課題整理について、番号が振

られているが、順番に意味はあるのか。 

 

課題整理については、アンケート調査やヒアリング調査等から抽出

した課題を総合化したものである。順番については、事業や施策の

整理を行うにあたり、28頁の施策の体系につながるように整理して

いる。 
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審議経過 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

基本目標ごとに課題をまとめた方が分かりやすいのではないか。 

 

基本目標ごとに課題を整理する。 

 

実施時期を追加したことで、分かりやすくなった。63頁、具体的事

業「行政区長や公民館長の研修会等への参加促進」について、実施

時期が「将来的に実現を目指す事業」となっている。前回の計画で

も「将来的に実現を目指す事業」となっていたが、なぜ取組みが進

まないのか。第４次嬉野市男女共同参画行動計画（素案）では「男

女共同参画社会という言葉を内容まで知っている人」の割合を 44％

（実績値）から 60％（2027年度目標値）に設定している。地域の男

女共同参画を進めるためには、地域のリーダ等に対する研修実施時

期をある程度決めておく方が良いのではないか。 

 

区長は１年毎に変わることもあるので、毎年、研修等を行う必要が

ある。その為、現在だけでなく将来も行う必要があるという意味で

「将来的に実現を目指す事業」としているのではないか。 

 

「研修会等への参加促進」ではなく、「研修会等の実施」にした方が

良いのではないか。 

 

行政区長会は市の組織ではないので、実施と決めることは難しく、

参加促進等の表現になる。 

 

行政区長会での研修等が難しいのであれば、地域コミュニティで行

えば良いのではないか。そのためにも審議会に地域コミュニティの

代表が入る必要がある。 

 

審議会の委員選考については検討していく。具体的事業については、

「行政区長や公民館長に対して」ではなく、「地域コミュニティ等の

組織を通じて」などに変更する。行政区長等の意識改革は重要なこ

とであると考えている。その為、第４次行動計画（素案）では、「市

の女性区長数」を新たな目標値として設定している。 

 

63頁の具体的事業「男女共同参画出前講座の実施」とあるが、講座

の回数を目標値に追加してはどうか。 

 

うれしの男女ネットワークが出前講座を行っているが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、あまり出来ていない。 
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審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員一同 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

出前講座は通常年に４～５回行っていたが、今年度は新型コロナウ

イルス感染症の影響で、まだ２回しか出来ていない。 

 

地域コミュニティでの出前講座や研修会等の開催も含めて関係団体

と連携しながら行っていきたい。また行政区長や公民館長の研修会

等への参加促進については、地域コミュニティを加えて「2027年度

までに実施する事業」に修正しようと思うが、いかがか。 

 

良い。 

 

他に質問等はないか。 

 

77 頁、「男女共同参画に関する意識調査の実施」について、アンケ

ートの回収率がもう少し高くなるような工夫をした方が良いのでは

ないか。 

 

また、アンケートの回答者に占める高齢者の割合が高く、結果に偏

りが出るのではないか。 

 

回収率や回答者に占める若者の割合を高くするため、Webアンケー

トの実施を含めて検討する。 

 

「職場において男女の地位が平等である」と感じている人の割合の

目標値を 30％と低く設定しているのはなぜか。 

 

アンケートの調査結果で「職場において男女の地位が平等である」

と感じている人の割合が前回調査より６ポイント減少し、23.1％と

なった為、30％に設定した。 

 

28頁の基本理念（案）に「性別にかかわらず」とあるが、「男女」で

はなく、「性別にかかわらず」にしたのはなぜか。 

 

性のあり方は多様であり、「男」「女」という性別に当てはまらない

方もいるため、「性別にかかわらず」という表現を用いた。 

 

75 頁「国際交流・海外派遣事業などへの参加促進」について、「新

型コロナウイルス感染症の状況を見ながら外国との交流を検討す

る」とあるが、５年間の計画として考えた時に、新型コロナウイル

ス感染症についての記載はなくても良いのではないか。 
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審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

新型コロナウイルス感染症については削除する。 

 

他に意見等ないので、議事は終了する。 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

議 題 ４．その他 

内 容 （１）今後の審議会開催予定について 

審議経過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回審議会は２月末を予定してたが、審議会の意見を踏まえた修正、

また一ヶ月ほどパブリックコメントを行うため予定より遅くなる可能

性がある。 

第５回審議会については２月末から３月を予定し、日程が決定したらお

知らせする。 

その他 

 

 


